
詩
選
諺
解
』、『
唐
詩
選
国
字
解
』、『
絶
句
解
』

一
本
橋
霞
岫
著
『
唐
詩
選
事
証
』（
半
紙
本
二
冊
、
明
和
五
年
跋
刊
）

は
、『
唐
詩
選
』
第
六
・
七
巻
に
収
録
さ
れ
る
五
七
言
絶
句
の
注
釈
書

で
あ
る
。
注
に
は
、
詩
語
の
典
故
や
詩
人
の
経
歴
な
ど
を
説
明
す
る

漢
文
注
と
、
詩
意
を
説
明
す
る
国
字
訳
の
二
様
が
あ
り
、
下
冊
末
に

は
服
部
南
郭
が
校
訂
し
た
和
刻
本
『
唐
詩
選
』（
享
保
九
年
初
刊
）
に

付
載
さ
れ
る
荻
生
徂
徠
の
跋
を
置
い
て
、
こ
れ
に
も
両
様
の
注
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
次
第
に
述
べ
る
よ
う
に
、
著
者
の
霞
岫
と
し
て
は

漢
文
注
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
、
字
数
の
う

え
で
は
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
の
国
字
訳
の
ほ
う
が
紙
幅
の
多
く
を
占

め
て
お
り
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
が
本
書
の
中
心
を
な
し
て
い
る
よ
う
な

印
象
で
あ
る
。

平
野
彦
次
郎
氏
は
そ
の
著
『
唐
詩
選
研
究
』（
明
徳
出
版
社
、
昭
和

四
十
九
年
）
の
な
か
で
、
漢
土
と
我
が
国
と
で
行
わ
れ
た
「
唐
詩
選

参
考
書
」
の
一
つ
に
『
唐
詩
選
事
証
』
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
簡

潔
な
説
明
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
い
く
人
か
の
研
究
者
は

本
書
を
手
に
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
内
容
に
ま
で
立
ち
入
っ
た

考
察
は
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
本
書
が
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
ず
に
い
る
理
由
は
、
な

ん
と
言
っ
て
も
伝
本
の
乏
し
さ
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
国
書
総
目
録
』

『
唐
詩
選
事
証
』
と
『
唐
詩
国
字
弁
』

大
庭
　
卓
也

要
約我

が
国
に
お
け
る
『
唐
詩
選
』
受
容
史
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
充
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
本
橋
霞
岫
著
『
唐
詩
選
事
証
』（
明
和

五
年
跋
刊
）
の
成
立
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
結
果
、
本
書
の

注
釈
の
多
く
が
、『
唐
詩
選

0

0

0

国
字
弁
』（
従
来
、
伝
存
未
詳
の
書
と
さ

れ
る
）、『
唐
詩
要
解
』（
明
和
六
年
刊
）
と
い
う
岡
島
竹
隖
（
生
没
年

未
詳
）
が
著
し
た
二
つ
の
注
釈
書
に
依
拠
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
竹

隖
の
『
唐
詩
選

0

0

0

国
字
弁
』
は
実
は
、
京
都
の
書
肆
文
林
軒
田
原
勘
兵

衛
か
ら
著
者
名
を
伏
せ
て
出
版
さ
れ
た
『
唐
詩

0

0

国
字
弁
』（
明
和
三
年

～
七
年
刊
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
。
先
行
研
究
で
は
、

田
原
刊
『
唐
詩

0

0

国
字
弁
』
の
著
者
は
宇
野
東
山
（
享
保
二
十
年 
︱ 

文

化
十
年
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
異
を

唱
え
、
後
に
江
戸
の
書
肆
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
が
服
部
南
郭
の
講
義

筆
記
と
銘
打
つ
『
唐
詩
選
国
字
解
』（
天
明
二
年
刊
）
を
出
版
し
た
背

景
の
一
つ
を
明
ら
か
に
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

漢
籍
国
字
解
、
国
字
訳
書
、
服
部
南
郭
、
本
橋
霞
岫
（
子
恭
）、
岡

島
竹
隖
（
安
斎
）、
宇
野
東
山
、『
唐
詩
選
故
事
』、『
唐
詩
要
解
』、『
唐
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に
登
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
所
見
の
範
囲
で
も
、
中
野
三
敏
先
生
が
お

持
ち
で
あ
っ
た
二
冊
揃
い
の
完
本
（
現
在
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館

の
雅
俗
文
庫
の
一
点
と
し
て
収
蔵
）
を
知
る
だ
け
で
あ
っ
た
が（
注
１
）、

昨
年
、
私
も
た
ま
た
ま
上
冊
だ
け
の
端
本
を
入
手
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
た
。
こ
れ
ら
二
本
を
見
く
ら
べ
た
折
の
覚
え
書
き
を
も
と
に
、
本

書
の
書
誌
を
更
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。

二
著
者
で
あ
る
本
橋
霞
岫
に
つ
い
て
、
私
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

よ
っ
て
本
書
の
所
々
か
ら
断
片
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
集
約
す
る
と
、

名
は
鮮
、
字
は
子
恭
、
霞
岫
は
そ
の
号
。
の
ち
に
も
述
べ
る
、
彼
の

所
用
印
か
ら
知
ら
れ
る
尟
受
と
い
う
の
も
、
あ
る
い
は
字
の
一
つ
か
。

見
返
し
と
柱
に
は
「
臨
竹
園

0

0

0

蔵
」
と
も
あ
り
、
彼
の
書
斎
あ
る
い
は

家
塾
を
そ
の
よ
う
に
名
付
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
内
題
下
の
自
身

の
名
前
に
は
、
常
陸
の
在
で
あ
る
こ
と
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。

図１ 『唐詩選事証』見返（架蔵）

図２ 『唐詩選事証』五絶の部初丁
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ま
た
、
彼
と
親
交
を
も
っ
た
人
物
を
垣
間
見
せ
て
い
る
の
が
、
上

冊
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
、

（
一
）  
明
和
四
年
（
当
該
年
の
干
支
は
丁
亥
だ
が
、
原
本
は
「
明

和
乙
亥
」
に
誤
る
）
九
月
、
岡
島
竹
隖
撰
「
唐
詩
選
事
証

序
」

（
二
）  

明
和
四
年
（
同
じ
く
原
本
は
「
明
和
乙
亥
」
と
誤
る
）
九

月
既
望
、
本
橋
霞
岫
撰
「
唐
詩
選
事
証
後
序
」

と
、
下
冊
の
末
尾
の
、

（
三
） 

明
和
五
年
七
月
、
浅
見
龍
在
撰
「
唐
詩
選
事
証
跋
」

以
上
三
つ
の
序
跋
文
で
あ
る
。

（
一
）「
唐
詩
選
事
証
序
」
を
書
い
た
岡
島
竹
隖
（
生
没
年
未
詳
）

は
、
も
と
唐
通
事
で
の
ち
に
荻
生
徂
徠
が
主
催
し
た
訳
社
（
唐
話
講

習
会
）
の
講
師
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
岡
島
冠
山
（
延
宝

二
年 

︱ 

享
保
十
三
年
）
の
男
。
名
は
順
、
字
は
忠
甫
、
安
斎
と
も
号

し
、
長
州
萩
藩
儒
を
務
め
る
。
こ
の
序
文
は
、
唐
虞
三
代
よ
り
後
漢

に
お
い
て
優
れ
た
人
材
が
多
く
現
わ
れ
詩
の
応
酬
が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
詩
文
の
能
力
に
よ
り
人
材
を
採
用
し
て
隆
盛
を
み
た
唐

の
詩
文
、
宋
元
に
お
け
る
詩
の
衰
退
、
明
の
古
文
辞
派
に
よ
る
盛
唐

詩
へ
の
回
帰
、
そ
の
学
説
の
日
本
へ
の
流
入
ま
で
を
大
観
し
た
堂
々

た
る
文
章
。
後
半
で
は
、
霞
岫
と
浅
か
ら
ぬ
学
問
的
な
交
際
が
あ
っ

た
こ
と
に
触
れ
て
お
り
、
霞
岫
は
、
あ
る
い
は
竹
隖
あ
た
り
を
通
じ

て
蘐
園
古
文
辞
学
を
吸
収
し
た
学
者
で
あ
っ
た
か
。
ち
な
み
に
序
文

の
文
字
は
、
竹
隖
の
筆
跡
を
写
刻
体
に
彫
っ
た
も
の
。
必
ず
し
も
字

画
に
こ
だ
わ
ら
な
い
筆
は
力
強
く
、
文
章
と
あ
わ
せ
て
一
家
の
風
格

を
そ
な
え
て
い
る
。
末
の
署
名
は
「
平
安
岡
島
順
書
二

于
東
都
安
斎
一

」。

引
首
に
「
天
倪
」（
陽
刻
楕
円
印
）、
署
名
の
脇
に
、
上
は
「
岡
順
和

印
」（
陰
刻
方
印
）、
下
は
「
忠
蔵
氏
」（
陽
刻
方
印
）
の
印
章
が
あ

る
。（

三
）「
唐
詩
選
事
証
跋
」
の
浅
見
龍
在
は
、
内
題
下
に
も
、

「　
　

明　
　

済
南　

李
攀
龍
編
選

　
　

 

日
本　

常
陽　

橋
鮮
子
恭
解

　
　

 　
　
　

東
都　

見
龍
在
子
由
録　
　

」

と
、
本
書
の
編
著
者
と
し
て
霞
岫
と
と
も
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
お

そ
ら
く
霞
岫
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
人
物
。
そ
れ
ぞ
れ
の
名
に
付
け
ら

れ
た
「
解
」「
録
」
の
文
字
か
ら
、
霞
岫
の
原
稿
を
龍
在
が
現
状
の
よ

う
に
編
集
し
た
の
だ
ろ
う
。
跋
と
い
う
文
体
上
、
ひ
か
え
め
な
書
き

ぶ
り
で
あ
る
た
め
、
特
に
見
る
べ
き
内
容
を
も
た
な
い
が
、
版
下
の

龍
在
自
筆
も
ま
た
、
少
し
も
渋
滞
の
跡
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
な
か
な

か
見
事
な
草
書
で
あ
る
。
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
無
名
と
な
っ
た
学
者

の
書
に
す
ら
、
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
文
化
の
成
熟
を
見
る
思
い
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図３-１ 『唐詩選事証』岡島竹隖序

図３-２ 同
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図３-３ 同

図３-４ 同
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が
す
る
。
末
の
署
名
は
「
明
和
五
戊
子
秋
七
月
東
都
浅
見
龍
在
謹
書
二

司
馬
門
外
要
谷
堂
一

」。
引
首
に
「
友
古
」（
陽
刻
楕
円
印
）、
署
名
の

後
に
「
見
龍
在
印
」（
陰
刻
方
印
）
と
「
子
由
氏
」（
陽
刻
方
印
）
の

二
顆
の
印
章
。

な
お
本
書
の
上
冊
、
下
冊
と
も
に
奥
付
や
刊
記
の
類
は
な
い
。
出

版
元
を
示
す
の
は
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
見
返
し
と
柱
の
「
臨
竹

園
蔵
」
と
い
う
文
字
の
み
。
す
な
わ
ち
本
書
は
、
書
肆
に
よ
っ
て
売

り
弘
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
霞
岫
の
家
塾
で
版
木
を
所
有
管
理

の
う
え
刷
り
出
し
、
も
っ
ぱ
ら
塾
に
出
入
り
の
人
々
の
間
で
行
わ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
伝
本
が
稀
で
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た

事
情
に
よ
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
見
返
し
の
「
臨
竹
園
蔵
」
の
文
字
の
下

の
「
尟
受
」（
陽
刻
方
印
）、「
霞
岫
」（
陰
刻
方
印
）、
下
冊
の
本
文
の

余
白
に
（
二
）
本
橋
霞
岫
の
「
唐
詩
選
事
証
後
序
」
の
署
名
と
と
も

に
版
刻
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
「
鮮
」（
陽
刻
円
印
）、「
霞
岫
」（
陰
刻

方
印
。
見
返
し
の
「
霞
岫
」
印
と
は
別
で
や
や
大
き
い
も
の
）
な
ど
、

霞
岫
の
朱
印
が
各
所
に
実
捺
さ
れ
る
の
は
、
い
わ
ば
検
印
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
九
州
大
学
本
と
架
蔵
本
に
共
通
し
て
見

ら
れ
る
、
見
返
し
の
大
題
に
重
ね
て
捺
す
「
肘
曲
枕
」（
陽
刻
円
印
）

や
、（
二
）
霞
岫
の
後
序
の
引
首
に
捺
す
印
文
不
明
の
陰
刻
長
方
印
な

ど
も
、
同
様
の
役
割
を
担
う
霞
岫
の
所
用
印
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
架
蔵
本
は
後
に
表
紙
を
替
え
ら
れ
て
原
態
を
と
ど
め
な
い

が
、
九
州
大
学
本
を
見
る
と
、
本
書
の
原
表
紙
は
、
書
肆
か
ら
売
り

出
さ
れ
て
い
た
『
唐
詩
選
』
関
連
書
の
表
紙
が
み
な
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
な
、
唐
本
風
の
薄
茶
色
よ
り
や
や
赤
味
が
か
っ
た
赤
茶
に
近
い

色
を
し
て
い
る
。
四
隅
の
角
を
落
と
し
た
子
持
ち
枠
の
題
簽
も
、
こ

の
方
面
の
書
物
に
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
意
匠
で
、
こ
う
し
た
か
す

か
な
特
徴
な
ど
も
、
本
書
が
霞
岫
の
塾
蔵
版
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
本
書
の
成
稿
や
刊
行
の
時
は
、
三
つ
の
序
跋
文
が
書
か
れ

た
年
時
に
よ
っ
て
推
し
量
る
し
か
な
く
、
成
稿
は
明
和
四
年
九
月
頃
、

刊
行
は
翌
明
和
五
年
七
月
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
本
書
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
（
二
）
本
橋
霞
岫
の
「
唐

詩
選
事
証
後
序
」
に
つ
い
て
、
著
者
自
身
が
語
る
と
こ
ろ
に
耳
を
傾

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
左
に
全
文
を
書
き
下
し
、
若
干
の
注
釈
を

加
え
て
お
く
。

唐
詩
選
事
証
後
序　

印
文
三
文

字
不
明

　

（ ）陰刻長方印
実　　　捺

）

）

服
子
曰
く
、「
詩
は
興
象
を
貴
ぶ
。
秖ま

さ

に
謂
ひ
て
心
を
擾み

だ

る
。
胡な

ん

ぞ

喋
喋
と
し
て
之
を
解
す
る
こ
と
を
用
ゐ
る
こ
と
を
為せ

ん
」
と
。
誠

な
る
か
な
、
斯こ

の
言
や
。
吾
が
東
方
、
昔
日
、
二
三
の
先
達
有
り

と
雖
も
、
之
を
譚か

た

る
に
止と

ど

ま
り
、
未
だ
之
を
注
す
る
を
肯
ぜ
す
。

一

二
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今
や
、
老
儒
後
生
皆
「
唐
詩
、
唐
詩
」
と
曰
ひ
て
、
家
ご
と
に
注

し
戸
ご
と
に
刻
し
、
率
ね
孟
浪
に
属
し
、
空
を
鑿う

が

つ
こ
と
太
甚
な

り
。
或
い
は
傑
然
た
る
が
ご
と
き
者
有あ

る
も
、
亦
た
一
薫
一
蕕
に

し
て
、
概
ね
初
学
の
歩
み
を
悞ま

ど

は
し
む
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
何

を
以
て
か
微
意
の
在
る
所
を
知
る
に
足
ら
ん
や
。
余 

今
著
す
所

は
、
要
は
事
証
、
語
由
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
る
の
み
。
其
れ
詩

意
を
解
す
る
に
至
り
て
は
、
国
字
を
以
て
之
を
注
し
、
其
の
大
略

を
視
る
な
り
。
間ま

ま

、
諸
書
の
舛
訛
あ
る
に
至
れ
ば
則
ち
、
口
中
の

雌
黄
を
以
て
之
を
竄あ

ら
ため

、
必
ず
し
も
其
の
書
目
の
姓
氏
を
題
せ
ず
。

具
眼 

或
い
は
之
を
知
る
か
。
五
七
絶
の
稿 

已
に
脱
し
て
、
序
を

竹
隖
君
に
請
ふ
。
君 

既
に
之
に
序
し
、
因
り
て
賜
ふ
に
、
其
の
著

す
所
の
『
唐
詩
国
字
弁
』
若
干
巻
を
以
て
す
。
余 

以
て
十
の
七
を

斯こ
こ

に
采と

り
て
、
功 

既
に
成
す
こ
と
を
得
た
り
。
自
ら
命
ず
る
に
事

証
を
以
て
す
。
凡
そ
若
干
巻
、
庶こ

ひ
ね
が幾
は
く
は
、
聊
か
以
て
初
学
の

徒
に
便た

よ
り

し
、
亦
以
て
寒
郷
の
士
に
恵
ま
ん
こ
と
を
。
是
れ
、
余
の

志
な
り
。
固
よ
り
一
に
不
朽
の
具
に
備
へ
ん
と
意お

も

ふ
こ
と
無
か
れ

と
云
ふ
。
明
和
乙
亥
秋
九
月
既
望　

本
橋
鮮
撰
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鮮
（陽刻円印）

（陰刻方印）

岫霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
筑
寿
山
劉
安
生
書　

（陽刻方印）
氏元育

 

一 

服
子　

和
刻
本
『
唐
詩
選
』
の
校
訂
者
で
あ
る
服
部
南
郭
。　

三

四

五

六

七

八

九

十

十
一

十
二

十
三

二 

詩
は
興
象
を
貴
ぶ
…
用
ゐ
る
こ
と
を
為
ん　

和
刻
本
『
唐
詩

選
』
に
付
さ
れ
た
、
南
郭
の
「
附
言
」（
全
六
条
）
の
第
三
条
目
の

一
節
。「
興
象
」
は
、
詩
人
の
心
情
と
詩
に
表
現
さ
れ
た
風
景
。

「
擾
レ

心
」
は
、
惑
わ
さ
れ
る
。「
喋
喋
」
は
、
口
数
の
多
い
さ
ま
。

「
秖
謂
攪
レ

心
、
胡
為
析
レ

理
」（『
五
臣
注
文
選
』、
呂
延
祚
「
進
二

集

注
文
選
一

表
」）。　

三 

家
ご
と
に
注
し
戸
ご
と
に
刻
し　

本
序
文

が
執
筆
さ
れ
た
明
和
四
年
九
月
の
段
階
で
出
版
さ
れ
て
い
た
『
唐

詩
選
』
の
注
釈
書
類
と
し
て
は
、
明
の
袁
宏
道
校
訂
と
称
す
る
『
唐

詩
訓
解
』
の
和
刻
本
（
寛
文
年
間
刊
、
京
都
田
原
仁
左
衛
門
・
同

勘
兵
衛
の
二
版
あ
り
）
の
ほ
か
、
入
江
南
溟
著
『
唐
詩
句
解
』（
享

保
二
十
年
序
刊
、
滄
浪
居
蔵
版
）、
岡
島
竹
隖
著
『
唐
詩
選
故
事
』

（
宝
暦
八
年
刊
、
京
都
田
原
勘
兵
衛
・
江
戸
小
川
彦
九
郎
）、
新
井

白
蛾
著
『
唐
詩
児
訓
』（
宝
暦
九
年
序
刊
、
古
易
館
蔵
版
、
大
坂
吹

田
屋
多
四
郎
）、
釈
覚
瑞
著
『
唐
詩
訳
説
』（
宝
暦
十
年
～
明
和
九

年
刊
、
含
華
台
蔵
版
、
京
都
田
原
勘
兵
衛
・
同
小
川
彦
九
郎
・
伊

勢
大
森
伝
右
衛
門
・
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
・
同
前
川
六
左
衛
門
）、

千
葉
芸
閣
著
『
唐
詩
選
掌
故
』（
明
和
元
年
序
刊
、
松
蘿
館
蔵
版
）、

川
北
伊
蒿
著
『
唐
詩
解
選
』（
明
和
二
年
刊
、
江
戸
庭
川
庄
左
衛

門
）、
肥
田
董
助
著
『
唐
詩
弁
』（
明
和
二
年
序
刊
、
馬
館
蔵
版
）、

著
者
未
詳
『
唐
詩
国
字
弁
』（
明
和
三
年
～
同
七
年
刊
、
京
都
田
原

勘
兵
衛
）
な
ど
多
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
岡
島
竹
隖
著
『
唐
詩
選

故
事
』
と
著
者
未
詳
『
唐
詩
国
字
弁
』
に
つ
い
て
は
本
稿
第
五
節

以
降
に
お
い
て
触
れ
る
。　

四 

率
ね
孟
浪
に
属
し　
「
孟
浪
」
は
、
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図４-１ 『唐詩選事証』本橋霞岫自序

図４-２ 同
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は
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
が
な
く
て
、
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
。
転
じ

て
根
拠
の
な
い
言
説
の
意
。「
独
奈
近
来
坊
間
諸
本
、
率
属
二

孟
浪
一

」

（
和
刻
本
『
唐
詩
選
』
付
載
の
荻
生
徂
徠
跋
）。　

五 

空
を
鑿
つ　

空
論
を
た
て
る
こ
と
。　

六 

太
甚
な
り　

程
度
が
は
な
は
だ
し
い

さ
ま
。　

七 
傑
然
た
る
が
ご
と
き
者　

ず
ば
ぬ
け
て
優
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
注
釈
書
。　

八 

一
薫
一
蕕　
「
薫
」
は
香
り
の
よ

い
草
、「
蕕
」
は
く
さ
い
匂
い
の
す
る
草
で
、
善
と
悪
の
例
え
。
一

長
一
短
の
意
。　

九 
事
証
、
語
由　

事
実
の
説
明
と
語
句
の
由

来
。　

十 

舛
訛　

あ
や
ま
り
。　

十
一 

口
中
の
雌
黄　

口
で
誤

り
を
言
い
改
め
る
。「
雌
黄
」
は
詩
文
を
改
め
る
こ
と
。　

十
二 

寒
郷　

貧
し
く
さ
み
し
い
村
。　

十
三 
寿
山
劉
安
生　

江
戸
時
代

中
期
の
南
蘋
派
の
絵
師
、
医
師
。
元
文
元
年
生
、
寛
政
二
年
没
。

本
姓
築
氏
、
字
（
一
説
に
名
）
元
育
（
一
説
に
元
毓
、
玄
育
）、
野

道
人
、
寿
道
人
、
寿
山
と
号
す
。
清
水
静
斎
（
諸
葛
監
）
門
。
芸

州
侯
侍
医
と
な
る
。
墨
蘭
、
墨
竹
の
ほ
か
書
も
よ
く
し
た
（『（
増

訂
）
古
画
備
考
』）。

 （
服
子
曰
、「
詩
貴
二

興
象
一

。
秖
謂
擾
レ

心
。
胡
用
二

喋
喋
解
一レ
之
為
」。

誠
哉
、
斯
言
也
。
吾
東
方
、
昔
日
、
雖
レ

有
二

二
三
先
達
一

、
止
レ

譚
レ

之
、
未
レ

肯
レ

注
レ

之
。
今
也
、
老
儒
後
生
皆
曰
「
唐
詩
、
唐
詩
」
而

家
注
戸
刻
、
率
属
二

孟
浪
一

、
鑿
空
太
甚
。
或
有
下

如
二

傑
然
一

者
上
、

亦
一
薫
一
蕕
、
概
不
レ

過
レ

令
レ

悞
二

初
学
之
歩
一

而
已
。
何
以
足
レ

知
二

微
意
之
所
一レ
在
乎
。
余
今
所
レ

著
、
要
在
レ

明
二

事
証
、
語
由
一

已
。
其

至
レ

解
二

詩
意
一

、
以
二

国
字
一

注
レ

之
、
視
二

其
大
略
一

也
。
間
至
二

諸
書

舛
訛
一

則
、
以
二

口
中
雌
黄
一

竄
レ

之
、
必
不
レ

題
二

其
書
目
姓
氏
一

。
具

眼
或
知
レ

之
乎
。
五
七
絶
稿
已
脱
而
請
二

序
於
竹
隖
岡
島
君
一

。
君
既

序
レ

之
、
因
賜
以
二

其
所
レ

著
『
唐
詩
国
字
弁
』
若
干
巻
一

。
余
以
采
二

十
之
七
於
斯
一

而
功
既
得
レ

成
矣
。
自
命
以
二

事
証
一

。
凡
若
干
巻
、

庶
幾
、
聊
以
便
二

初
学
之
徒
一

、
亦
以
恵
二

寒
郷
之
士
一

。
是
余
之
志

也
。
固
無
レ

意
レ

備
二

于
一
不
朽
之
具
一

云
。
明
和
乙
亥
秋
九
月
既
望

本
橋
鮮
撰
。）

四
霞
岫
の
後
序
の
う
ち
、
当
面
の
問
題
と
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の

は
、
霞
岫
は
「
事
証
」
と
「
語
由
」
を
説
明
す
る
こ
と
を
本
書
の
主

眼
と
し
て
お
り
、「
詩
意
」
に
つ
い
て
は
、
大
ま
か
な
と
こ
ろ
を
示
し

た
に
過
ぎ
な
い
な
ど
と
軽
視
す
る
か
の
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
事
証
」「
語
由
」
を
説
明
す
る
の
は
本
書
に

お
け
る
漢
文
の
注
、「
詩
意
」
を
提
示
す
る
の
は
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り

の
国
字
訳
で
あ
る
。
霞
岫
の
口
吻
か
ら
は
、
重
視
し
て
い
な
い
か
ら

こ
そ
詩
意
を
仮
の
文
字
す
な
わ
ち
国
字
で
示
し
た
、
と
い
う
意
図
も

読
み
取
ら
れ
よ
う
か
。

そ
う
し
た
姿
勢
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
服
部
南
郭
の
「
詩

貴
二

興
象
一

。
秖
謂
擾
レ

心
。
胡
用
二

喋
喋
解
一レ
之
為
」
と
い
う
、
過
度

の
注
釈
に
よ
っ
て
詩
意
を
規
定
し
、
そ
の
広
が
り
を
阻
害
し
て
し
ま
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う
こ
と
を
戒
め
る
言
葉
で
あ
る
。
我
が
国
に
お
け
る
実
質
的
な
『
唐

詩
選
』
の
紹
介
者
に
よ
る
こ
の
発
言
は
、
当
時
蘐
園
古
文
辞
学
の
流

れ
を
汲
む
学
者
た
ち
の
間
で
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
と
見
え
、

霞
岫
と
親
交
が
あ
っ
た
岡
島
竹
隖
も
そ
れ
を
胆
に
命
じ
た
一
人
な
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
ま
た
述
べ
る
。

さ
ら
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
添
え
物
に
す
ぎ
な
い
と
言
う

国
字
訳
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
霞
岫
が
大
い
に
参
照
し
た
書
物
を

挙
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
序
文
を
依
頼
し
た
岡
島
竹
隖
か
ら
贈
ら
れ

た
「『
唐
詩
国
字
弁
』
若
干
巻
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
自
身
の
国
字
訳
の

七
割
ほ
ど
は
、
そ
の
説
を
採
用
し
た
と
も
記
し
て
い
る
。

こ
の
書
物
の
貸
借
に
つ
い
て
は
、（
一
）
岡
島
竹
隖
の
「
唐
詩
選
事

証
序
」
に
も
述
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（
原
、
漢
文
。
傍
点
は
筆
者
に

よ
る
。
以
下
同
）。

 

…　

吾
が
日
本 

昌
大
に
し
て
、
徳
化
し
て
文
風 

播し

か
る
。
近
世
、

二
三
の
宗
工
鉅
匠
、
李
王
の
教
へ
を
奉
じ
、
之
を
発
し
て
嚆
矢
た

り
。
而
し
て
海
内
斐
然
と
し
て
嚮
風
し
て
二
家
の
餘
勇
を
買
ふ
者
、

何
ぞ
時
を
限
ら
ん
や
。
余0 

0嘗
て

0

0

『
唐
詩
選
国
字
弁

0

0

0

0

0

0

』
全
部

0

0

、『
唐0

詩
要
解

0

0

0

』
若
干
巻
を
著
す

0

0

0

0

0

0

。
故
有
り
て
世
に
公
に
せ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
諸こ

れ

を
紙

0

0

苑
に
投
ず
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

旧ふ
る

し0

。
友
人
橋
子
恭
、
頃
日
、
亦
た
于
鱗
氏
の

選
に
於
い
て
、
国
字
を
以
て
之
を
注
し
、
附
す
る
に
事
証
、
語
由

を
以
て
す
。
諄
々
と
し
て
唯
だ
謹
み
て
五
七
絶
の
二
躰

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
既
に
成

0

0

0

れ
り

0

0

。
而
し
て
餘
も
亦
た
将
に
続
け
て
之
を
著
さ
ん
と
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
其
の

0

0

績0

、
勤
め
た
り
と
謂
ふ
べ
き
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
庶こ

ひ
ね
が幾
は
く
ば
、
初
学
の
士
、

是
の
集
に
染
指
せ
ば
、
則
ち
速
や
か
に
開
天
の
士
と
手
を
一
堂
に

握
ら
ん
。
豈
に
愉
快
な
ら
ず
や
。
余
、
是
に
於
い
て

0

0

0

0

0

0

、
挙
げ
て

0

0

0

嚮さ
き

に
著
す
所
の
『
国
字
弁
』

0

0

0

0

0

0

0

0

、
諸こ

れ

を
子
恭
に
与
ふ

0

0

0

0

0

0

。
惟た

だ
讎
校
の
具
に

0

0

0

0

0

0

備
へ
し
め
ん
と
欲
す
る
の
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…

こ
こ
で
は
書
名
が
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
は
著

者
で
あ
る
竹
隖
の
呼
び
方
に
従
っ
て
お
く
。
右
に
よ
る
と
、
竹
隖
は

『
唐
詩
選
国
字
弁
』
と
あ
わ
せ
て
『
唐
詩
要
解
』
と
い
う
注
釈
書
も
著

し
て
い
た
。「
全
部
」「
若
干
巻
」
と
の
言
い
分
け
を
字
面
の
ま
ま
に

受
け
取
れ
ば
、
前
者
は
『
唐
詩
選
』
全
七
巻
の
国
字
訳
書
、
後
者
は

『
唐
詩
選
』
の
幾
巻
か
の
注
釈
書
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
こ

れ
ら
二
書
を
著
し
た
時
期
を
「
嘗
て
」
と
記
す
か
ら
に
は
、
そ
れ
は

こ
の
序
文
を
執
筆
し
た
明
和
四
年
よ
り
も
か
な
り
以
前
の
こ
と
で
、

あ
る
理
由
か
ら
両
書
と
も
世
に
問
う
こ
と
な
く
長
い
間
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
た
と
言
い
、
そ
し
て
『
唐
詩
選
事
証
』
の
出
来
映
え
に
感
銘

を
受
け
て
、
自
著
の
『
唐
詩
選
国
字
弁
』
を
「
挙
げ
て
」
す
な
わ
ち
、

そ
の
す
べ
て
を
霞
岫
に
与
え
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

（
二
）
霞
岫
の
「
唐
詩
選
事
証
後
序
」
の
ほ
う
で
は
、
竹
隖
か
ら

『
唐
詩
選
国
字
弁
』
の
「
若
干
巻

0

0

0

」
を
贈
ら
れ
た
と
あ
っ
て
、
ま
た
し

て
も
記
述
が
少
し
食
い
違
っ
て
い
る
が
、
と
も
か
く
『
唐
詩
選
事
証
』

の
国
字
訳
は
、
竹
隖
の
『
唐
詩
選
国
字
弁
』
と
い
う
書
物
の
説
を
多

く
吸
収
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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五
冒
頭
で
触
れ
た
平
野
彦
次
郎
氏
『
唐
詩
選
研
究
』
の
「
唐
詩
選
参

考
書
」
一
覧
に
は
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
な
『
唐
詩
選
事
証
』
の

序
跋
文
の
文
言
に
よ
り
な
が
ら
、
竹
隖
の
『
唐
詩
選
国
字
弁
』
も
未

見
書
と
し
て
挙
げ
る
が
、
同
じ
く
竹
隖
が
未
公
開
の
著
書
と
し
て
言

及
し
て
い
た
『
唐
詩
要
解
』
の
ほ
う
は
挙
げ
て
お
ら
れ
な
い
。
何
故

で
あ
ろ
う
か
。
も
う
ひ
と
つ
気
が
か
り
に
思
わ
れ
る
の
は
、『
唐
詩
選

事
証
』
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
竹
隖
の
『
唐
詩
選

0

0

0

国
字
弁
』
と
一
字
違
い

で
、（
二
）
霞
岫
の
「
唐
詩
選
事
証
後
序
」
に
見
え
て
い
た
も
の
と
同

じ
書
名
で
あ
る
『
唐
詩

0

0

国
字
弁
』
と
い
う
国
字
訳
書
が
京
都
で
出
版

さ
れ
て
い
る
が
、
平
野
氏
の
一
覧
に
は
こ
の
書
物
も
数
え
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。

『
唐
詩

0

0

国
字
弁
』
は
半
紙
本
三
冊
、
著
者
名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

著
者
未
詳
の
書
物
。
上
冊
（
五
七
言
古
詩
の
部
）
は
明
和
三
年
三
月
、

下
冊
（
五
七
言
絶
句
の
部
）
は
翌
明
和
四
年
十
一
月
、
中
冊
（
五
七

言
律
詩
、
五
言
排
律
）
は
数
年
を
へ
だ
て
た
明
和
七
年
七
月
と
い
う

よ
う
に
、
約
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
全
冊
の
出
版
を
完
了
さ
せ
て
い

る
。
比
較
的
摺
り
の
悪
い
後
刷
本
に
は
、
内
題
や
尾
題
は
そ
の
ま
ま

に
題
簽
だ
け
を
「
唐
詩
選
諺
解
」
と
変
え
た
も
の
が
ま
ま
あ
り
、
後

に
そ
の
よ
う
な
一
名
も
与
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
版
元
は
、
漢
土

よ
り
早
く
我
が
国
へ
も
た
ら
さ
れ
た
『
唐
詩
選
』
注
釈
本
の
一
つ
で

あ
る
『
唐
詩
訓
解
』
を
和
刻
し
た
、
京
都
の
文
林
軒
田
原
勘
兵
衛
。

以
下
本
稿
で
は
、
竹
隖
の
未
公
開
の
著
書
と
言
う
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』

と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
本
書
を
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
。

田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
十
数
年
の
間
に
諸

氏
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
、
著
者
は
江
戸
の
儒
者
宇
野
東
山
（
享

保
二
十
年 

︱ 

文
化
十
年
）
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
注
２
）。
東
山

は
『
唐
詩
選
解
』（
は
じ
め
宇
野
東
山
塾
蔵
版
と
し
て
天
明
三
年
刊
、

後
に
江
戸
の
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
が
求
版
し
て
天
明
四
年
刊
、
同
所

よ
り
増
補
改
正
版
が
寛
政
八
年
刊
）、『（
呉
呉
山
附
注
）
唐
詩
選
弁

蒙
』（
寛
政
二
年
刊
、
江
戸
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
・
京
都
田
原
勘
兵

衛
）
な
ど
、
こ
の
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
国
字

訳
書
を
く
り
返
し
出
版
し
続
け
た
人
物
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
も

気
が
か
り
な
の
は
、
諸
氏
の
研
究
に
お
い
て
、『
唐
詩
選
事
証
』、
そ

し
て
そ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
竹
隖
の
注
釈
書
類
が
、
検
討
の
範
囲
に
入

れ
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

今
、
私
は
竹
隖
の
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』
と
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』

の
関
係
に
注
目
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
、
先
行
研
究
ご
と
に

未
検
討
の
書
物
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
、
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
い
っ
た
ん
『
唐
詩
選
事
証
』
か
ら
離
れ
、
岡
島
竹

隖
の
『
唐
詩
選
』
注
釈
書
類
に
目
を
向
け
る
べ
き
の
よ
う
で
あ
る
。
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図５-１ 『唐詩選故事』岡島竹隖自序（架蔵）

図５-２ 同
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図５-３ 同

図５-４ 同 最終丁
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六
ま
ず
、『
唐
詩
選
故
事
』、
中
本
二
巻
一
冊
。
宝
暦
八
年
三
月
、
京

都
の
田
原
勘
兵
衛
と
江
戸
の
懐
珠
堂
小
川
彦
九
郎
の
相
合
版
。
本
文

部
分
の
柱
題
は
「
唐
詩
選
彙
釈
」。『
唐
詩
選
』
第
一
・
二
巻
に
収
録

さ
れ
る
五
七
言
古
詩
の
漢
文
に
よ
る
注
釈
書
。
本
書
は
さ
し
て
売
れ

な
か
っ
た
と
見
え
、
伝
本
は
少
な
い
。
例
え
ば
『
国
書
総
目
録
』
で

は
所
蔵
機
関
と
し
て
京
都
大
学
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
な
ど
四
箇
所

を
記
す
の
み
。

ち
な
み
に
、
京
都
の
本
屋
仲
間
が
扱
っ
た
本
屋
同
士
の
紛
争
関
連

書
類
の
目
録
『（
京
書
林
行
事
）
上
組
済
帳
標
目
』（注
３
）
の
宝
暦
六
年

の
条
に
は
、
江
戸
で
「
唐
詩
彙
解
」
と
い
う
書
物
の
出
版
申
請
が
な

さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
田
原
勘
兵
衛
が
自
店
出
版
の
『
唐
詩
訓
解
』

の
類
版
と
し
て
提
訴
し
て
い
た
記
事
が
見
え
て
い
る
。「
選
」
の
字
の

有
無
、
そ
し
て
「
彙
釈0

」
と
「
彙
解0

」
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
の
記

事
は
時
期
か
ら
見
て
も
、
あ
る
い
は
『
唐
詩
選
故
事
』
に
関
わ
る
も

の
か
。『
上
組
済
帳
標
目
』
の
翌
宝
暦
七
年
の
条
に
は
、

一 

、『
唐
詩
彙
解
』、
江
戸
表
に
て
願
人
有
レ

之
候
所
、
田
原
勘
兵
衛

方
『
唐
詩
訓
解
』
幷
願
写
本
に
差
構
、
江
戸
行
事
よ
り
御
願
申

上
候
所
、
板
行
無
用
に
被
レ

為
二

仰
付
一

候
事
。
江
戸
往
復
幷
田
原

勘
兵
衛
よ
り
西
御
役
所
へ
書
上
候
事
。

と
、
こ
の
書
物
は
結
局
江
戸
で
の
出
版
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
見

え
て
い
る
。
私
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、『
上
組
済
帳
標
目
』
に

言
う
、
出
版
を
申
請
し
た
「
願
人
」
と
は
小
川
彦
九
郎
を
指
し
、
結

局
、
相
版
と
す
る
こ
と
で
勘
兵
衛
と
折
り
合
い
が
付
い
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
る（
注
４
）。

ま
た
本
書
に
は
宝
暦
八
年
春
の
竹
隖
の
自
序
が
あ
り
、
曰
く
、
本

書
は
詩
中
に
ふ
ま
え
ら
れ
た
故
事
を
明
ら
か
に
し
た
ま
で
で
、
詩
意

を
一
字
も
説
明
し
て
い
な
い
の
は
、
詩
の
解
釈
に
定
義
は
な
く
、
詩

人
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
素
直
に
汲
み
取
る
べ
き
こ
と
を
知
っ

て
い
る
か
ら
だ
、
と
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
過
度
の
注
釈
に
よ
っ
て

詩
意
を
規
定
す
る
こ
と
を
戒
め
た
南
郭
の
説
を
意
識
し
た
発
言
で
あ

る
。
内
容
は
、
原
詩
の
本
文
は
提
示
せ
ず
、
典
拠
を
持
つ
語
句
だ
け

を
抜
き
出
し
て
そ
れ
ぞ
れ
漢
文
で
説
明
す
る
。
見
返
し
に
「
後
巻
近

刻
」、
刊
記
に
「
五
言
律
、
五
言
排
律
、
七
言
律
、
五
言
絶
句
、
七
言

絶
句
嗣
出
」
と
続
編
の
出
版
予
告
が
あ
る
が
、
実
現
は
し
て
い
な
い
。

次
に
、『
唐
詩
要
解
』、
小
本
二
巻
一
冊
。
明
和
六
年
七
月
、
京
都

の
田
原
勘
兵
衛
版
。『
唐
詩
選
』
第
六
・
七
巻
に
収
録
さ
れ
る
五
七
言

絶
句
の
漢
文
に
よ
る
注
釈
書
。
本
書
は
、（
一
）
竹
隖
が
明
和
四
年
に

書
い
た
「
唐
詩
選
事
証
序
」
で
未
公
開
の
著
書
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
た
も
の
で
、
そ
の
二
年
後
に
、
や
は
り
勘
兵
衛
が
出
版
を
引
き
受

け
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
書
の
伝
本
も
少
な
く
、
や
は
り
『
国
書
総

目
録
』
を
参
考
に
す
れ
ば
、
所
蔵
機
関
と
し
て
慶
応
大
学
な
ど
二
箇

所
の
み
が
登
記
さ
れ
る
。
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図６-１ 『唐詩要解』岡島竹隖自序（架蔵）

図６-２ 同
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図６-３ 同

図６-４ 同 五絶の部初丁
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図６-５ 同 五絶の部最終丁裏・七絶の部初丁表

図６-６ 同 七絶の部終丁裏・奥付
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冒
頭
に
宝
暦
九
年
三
月
の
竹
隖
の
自
序
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
南
郭

の
「
詩
貴
二

興
象
一

」
の
説
を
引
き
な
が
ら
過
度
の
注
釈
を
戒
め
、「
官

名
」「
典
故
」「
時
事
」「
郡
県
」「
郷
邑
」「
山
川
」「
故
趾
」
な
ど
、

詩
意
を
理
解
す
る
の
に
最
低
限
に
必
要
な
も
の
を
説
明
し
た
と
断
っ

て
い
る
。
原
詩
の
所
々
に
置
か
れ
た
小
字
双
行
の
注
が
そ
れ
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
、
付
け
足
し
て
読
め
ば
詩
意
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
と

い
う
語
句
を
枠
で
囲
ん
で
随
所
に
補
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
裁
は
、

荻
生
徂
徠
が
李
攀
龍
、
王
世
貞
ら
明
の
古
文
辞
派
の
絶
句
を
注
解
し

た
『
絶
句
解
』（
正
編
、
享
保
十
七
年
刊
、
拾
遺
、
享
保
十
八
年
刊
）

に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
五
言
絶
句
の
部
と
七
言
絶
句
の
部
を
見
比
べ
る
と
、
匡
郭
の

寸
法
、
柱
の
意
匠
、
文
字
の
書
体
な
ど
版
面
の
調
子
が
明
ら
か
に
異

な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
内
題
と
尾
題
も
左
の
よ
う
に
、
原
『
唐
詩

選
』
の
巻
数
が
加
え
ら
れ
る
か
否
か
な
ど
の
違
い
が
あ
り
、

五
言
絶
句
の
部
内
題
「
唐
詩
五
絶
七
十
四
首
要
解
」

　
　
　

同　
　

尾
題
「
唐
詩
五
絶
要
解
終
」

七
言
絶
句
の
部
内
題
「
唐
詩
七
絶
百
六
十
五
首
要
解
巻
之
七

0

0

0

」

　
　
　

同　
　

尾
題
「
唐
詩
七
絶
百
六
十
五
首
要
解
巻
之
七

0

0

0

終
」

さ
ら
に
五
絶
の
部
の
尾
題
下
に
は
「
竹
隖
館
蔵
版
」
と
あ
る
の
に
対

し
て
、
七
絶
の
部
の
終
わ
り
に
は
そ
れ
が
な
く
、「
五
七
言
古
詩
、
律

詩
、
排
律
嗣
出
」
と
続
編
出
版
を
予
告
す
る
勘
兵
衛
の
奥
付
が
続
く
。

し
て
見
る
と
、
は
じ
め
五
絶
の
部
を
竹
隖
の
塾
蔵
版
と
し
て
出
版
し

て
い
た
も
の
を
、
勘
兵
衛
が
七
絶
の
部
の
版
刻
を
引
き
継
い
で
、
一

書
と
し
て
出
版
し
た
も
の
か
。
続
編
は
や
は
り
未
刊
。

以
上
の
よ
う
に
竹
隖
の
注
釈
書
を
並
べ
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
版

元
は
田
原
勘
兵
衛
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
右
の
二
書
ど

ち
ら
に
お
い
て
も
、
南
郭
の
説
を
墨
守
し
て
詩
意
を
提
示
す
る
こ
と

に
禁
欲
的
な
姿
勢
が
貫
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
、
田
原
刊
『
唐
詩

国
字
弁
』
の
著
者
名
が
あ
え
て
伏
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
妙
に
暗
合

す
る
の
も
、
私
の
注
意
を
一
層
新
た
に
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

七
仮
に
、
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
が
竹
隖
の
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』

で
あ
る
と
考
え
る
と
し
て
、
前
掲
（
一
）
明
和
四
年
九
月
に
執
筆
さ

れ
た
竹
隖
の
「
唐
詩
選
事
証
序
」
の
発
言
、

 

…　

余 

嘗
て
『
唐
詩
選
国
字
弁
』
全
部
、『
唐
詩
要
解
』
若
干
巻

を
著
す
。
故
有
り
て
世
に
公
に
せ
ず
、
諸こ

れ

を
紙
苑
に
投
ず
る
こ
と

旧ふ
る

し
。
…

と
齟
齬
を
き
た
さ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
竹
隖
の
発
言
と
、
田
原

刊
『
唐
詩
国
字
弁
』、『
唐
詩
要
解
』
の
出
版
状
況
を
、
時
間
の
順
に

整
理
し
て
み
る
。

『比較文化年報』（久留米大学大学院比較文化研究科）第28輯 令和 ５年 ３月 34

『唐詩選事証』と『唐詩国字弁』



明
和
三
年　

三
月　
　

 

田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
上
冊
（
五
七
言

古
詩
の
部
）
出
版
。

　
　

四
年　

九
月　
　

 

＊ 

岡
島
竹
隖
、「
唐
詩
選
事
証
序
」
を
執

筆
し
、
以
前
に
「
唐
詩
選0

国
字
弁
」
全
部

と
「
唐
詩
要
解
」
若
干
巻
を
著
し
、
あ
る

理
由
か
ら
公
開
せ
ず
に
長
い
間
秘
し
て
い

た
と
述
べ
る
。

　
　
　
　

十
一
月　
　

 
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
下
冊
（
五
七
言

絶
句
の
部
）
出
版
。

　
　

六
年　

七
月　
　

岡
島
竹
隖
著
『
唐
詩
要
解
』
出
版
。

　
　

七
年　

七
月　
　

 

田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
中
冊
（
五
七
言

律
詩
・
五
言
排
律
の
部
）
出
版
。

『
唐
詩
要
解
』
の
ほ
う
は
、
明
和
四
年
の
竹
隖
序
文
よ
り
約
二
年
後

の
明
和
六
年
七
月
の
出
版
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
序
文
執
筆
の
時
点
で

は
、
ま
だ
原
稿
の
ま
ま
で
あ
る
か
ら
「
故
有
り
て
世
に
公
に
せ
ず
、

諸
を
紙
苑
に
投
ず
る
こ
と
旧
し
」
と
い
う
言
葉
に
齟
齬
は
な
い
。「『
唐

詩
要
解
』
若
干
巻

0

0

0

」
と
あ
る
の
も
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
出
版
さ

れ
た
『
唐
詩
要
解
』
が
、
原
『
唐
詩
選
』
第
六
・
七
巻
に
収
録
す
る

五
七
言
絶
句
の
み
を
注
解
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
一
致
す
る
。
さ

ら
に
、
出
版
さ
れ
た
『
唐
詩
要
解
』
に
は
宝
暦
九
年
三
月
の
竹
隖
自

序
が
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
と
お
り
で
、
脱
稿
の
時
期
は
そ
の
頃
。

約
九
年
後
に
あ
た
る
明
和
四
年
九
月
の
序
で
、
竹
隖
が
「
余 

嘗
て

0

0

…

『
唐
詩
要
解
』
若
干
巻
を
著
す
」
と
顧
み
る
の
は
ご
く
自
然
で
あ
る
。

で
は
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』
の
ほ
う
は
ど
う
か
。
竹
隖
が
序
文
を
書

い
た
前
年
の
明
和
三
年
に
は
、
す
で
に
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
の

上
冊
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
竹
隖
の
「
故
有
り
て
世
に
公
に
せ
ず
、

諸
を
紙
苑
に
投
ず
る
こ
と
旧
し
」
と
の
記
述
に
一
見
齟
齬
が
あ
る
か

に
見
え
る
。
し
か
し
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』
の
脱
稿
時
期
も
、『
唐
詩
要

解
』
と
同
じ
く
十
年
前
後
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
考
え
れ
ば
、
そ

れ
な
り
の
年
月
の
間
、
手
許
で
原
稿
を
寝
か
せ
て
い
た
こ
と
と
な
り
、

い
ち
お
う
辻
褄
は
合
う
。
ま
た
「『
唐
詩
選
国
字
弁
』
全
部

0

0

」
と
言
う

か
ら
に
は
、
序
文
執
筆
当
時
に
は
す
で
に
『
唐
詩
選
』
全
七
巻
分
の

国
字
訳
が
完
成
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
田
原
刊
『
唐

詩
国
字
弁
』
が
明
和
三
年
の
の
ち
、
明
和
四
年
、
明
和
七
年
と
や
や

時
間
を
要
し
て
は
い
る
も
の
の
、
出
版
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

八
ど
う
や
ら
、
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
は
、
竹
隖
の
『
唐
詩
選0

国

字
弁
』
で
あ
る
と
仮
定
し
て
も
、
さ
し
た
る
不
都
合
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
な
ら
ば
次
に
、
両
書
の
内
容
の
比
較
を
試
み
た
い
。
幸
い
竹

隖
の
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』
の
国
字
訳
は
、
本
橋
霞
岫
の
『
唐
詩
選
事

証
』
に
お
い
て
大
い
に
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
（
二
）
霞
岫
の
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「
唐
詩
選
事
証
後
序
」
に
、

 
…
（
岡
島
竹
隖
は
私
に
）
賜
ふ
に
、
其
の
著
す
所
の
『
唐
詩
国
字

弁
』
若
干
巻
を
以
て
す
。
余0 

0以
て
十
の
七
を

0

0

0

0

0

0

斯こ
こ

に0

采と

り
て

0

0

、
功0 

既0

に
成
す
こ
と
を
得
た
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…

と
あ
っ
た
と
お
り
で
あ
る
。
今
は
『
唐
詩
選
事
証
』
に
お
け
る
国
字

訳
を
、
竹
隖
の
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』
の
行
文
を
お
お
ま
か
に
示
す
も

の
と
考
え
、
こ
れ
と
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
の
国
字
訳
と
の
異
同

を
検
証
し
て
み
る
。
以
下
に
提
示
す
る
例
の
う
ち
、『
唐
詩
選
事
証
』

の
国
字
訳
に
付
し
た
傍
線
部
分
は
、
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
の
行

文
と
異
な
る
と
こ
ろ
を
大
ま
か
に
示
し
た
も
の
。
す
な
わ
ち
、
私
の

仮
定
か
ら
言
え
ば
、
傍
線
部
分
は
本
橋
霞
岫
が
竹
隖
の
『
唐
詩
選0

国

字
弁
』
の
行
文
を
採
ら
ず
、
自
身
の
国
字
訳
を
残
し
た
箇
所
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

比
較
の
結
果
を
先
取
り
し
て
提
示
し
て
お
く
と
、
両
書
の
国
字
訳
は

大
半
が
酷
似
し
て
い
る
。
ま
ず
そ
う
し
た
顕
著
な
例
を
、
二
つ
示
す
。

　
　
　
　

＊ 

『
唐
詩
選
事
証
』
は
【
事
証
】、
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
は
【
刊
本
国

字
弁
】
と
略
称
す
る
。

　
　
　
　

＊ 

『
唐
詩
選
事
証
』
は
一
句
ご
と
に
、
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
は
二
句
ご

と
に
国
字
訳
を
加
え
て
い
る
。
比
較
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
後
者
の

形
式
に
揃
え
て
、『
唐
詩
選
事
証
』
の
二
句
の
国
字
訳
を
一
つ
に
ま
と
め

て
提
示
す
る
。

　
　
　
　

＊ 

『
唐
詩
選
事
証
』
五
絶
の
部
と
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
は
架
蔵
本
、『
唐

詩
選
事
証
』
七
絶
の
部
は
九
州
大
学
本
に
よ
り
引
用
す
る
。

　
　
　
　

＊ 

田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
の
国
字
訳
に
は
、
句
読
点
を
兼
ね
た
「
・
」

が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
翻
字
に
あ
た
り
そ
れ
ら
を
す
べ
て
活
か
し
た
。

『
唐
詩
選
事
証
』
の
国
字
訳
に
は
、
同
様
の
「
・
」
が
あ
る
も
の
と
無
い

も
の
と
が
混
在
し
て
お
り
、
あ
る
場
合
は
そ
れ
ら
を
活
か
し
、
無
い
場

合
に
は
私
に
句
読
点
を
加
え
た
。

　
　
　
　

＊
両
書
の
引
用
と
も
に
、
私
に
濁
点
を
加
え
た
。

　
　
　
　

＊ 

両
書
の
引
用
と
も
に
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
「

」

（
ト
キ
）、「
ヿ
」（
コ
ト
）、「

」（
シ
テ
）
な
ど
の
合
字
は
開
い
た
。

○
王
維
「
鹿
柴
」（
五
言
絶
句
第
十
九
）

　
〔
鹿
柴
〕

　

 【
事
証
】・
輞
川
ニ
ア
リ
。
王
維
ト
裴
迪
ト
詩
ナ
ド
ヲ
作
リ
、
ヲ

リ
〻
出
合
テ
ア
ソ
ビ
シ
所
デ
、
ヒ
ロ
イ
下
ヤ
シ
キ
ノ
シ
ヅ
カ
ナ

処
ヲ
作
。

　

 【
刊
本
国
字
弁
】
鹿
柴
ハ
、
輞
川
ニ
ア
リ
。
王
維
ト
、
裴
迪
ト
、

ヲ
リ
〳
〵
出
逢
テ
、
詩
ナ
ド
ヲ
ツ
ク
リ
、
ア
ソ
ン
ダ
下
ヤ
シ
キ

ナ
リ
。
広
イ
ザ
シ
キ
ノ
閒
カ
ナ
ヤ
ウ
ス
ヲ
云
。

　
〔
空
山
不
レ

見
レ

人　

但
聞
二

人
語
響
一

〕

　
 【

事
証
】・
コ
ノ
所
ハ
人
里
ハ
ナ
レ
タ
空
山
ナ
レ
バ
、
往
来
ス
ル

人
カ
ゲ
モ
ミ
ヘ
ヌ
。・
シ
カ
レ
ド
モ
、
サ
ス
ガ
ヲ
ク
山
デ
モ
ナ
イ

下
ヤ
シ
キ
ユ
エ
、
キ
イ
テ
居
レ
バ
、
ド
フ
ヤ
ラ
人
声
ガ
ス
ル
ヤ

ウ
ナ
。
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 【

刊
本
国
字
弁
】
此
ノ
処
ハ
、
人
里
ヘ
モ
遠
イ
、
空
山
ノ
コ
ト
ユ

ヘ
、
往
来
ス
ル
モ
ノ
モ
ナ
ク
、
人
カ
ゲ
モ
ミ
ヘ
ヌ
。
サ
ス
ガ
ニ

又
ヲ
ク
山
デ
モ
ナ
ク
、
別
業
ナ
レ
バ
、
ド
フ
ヤ
ラ
人
ノ
声
モ
、

カ
ス
カ
ニ
キ
コ
エ
ル
ヤ
ウ
ナ
。
○
人
声
、
メ
ズ
ラ
シ
キ
ヲ
云
。

　
〔
返
景
入
二

深
林
一　

復
照
青
苔
上
〕

　

 【
事
証
】
屋
舗
ノ
前
ニ
ア
ル
大
木
ハ
、
下
枝
ガ
ナ
イ
ユ
エ
、
ヒ
ル

マ
デ
ハ
日
ガ
少
サ
ス
ガ
、
八
ツ
時
分
ニ
ハ
一
向
サ
ヽ
ヌ
。
夕
日

グ
レ
ニ
ハ
大
木
ノ
下
ヲ
ク
ヾ
ツ
テ
、
夕
日
ガ
深
林
ニ
テ
ラ
〻
ト

サ
シ
コ
ム
。・
朝
モ
テ
ラ
シ
タ
ガ
、
又
再
ビ
青
苔
ノ
芝
草
ノ
上
ヲ

テ
ラ
ス
。
ヲ
モ
シ
ロ
イ
。

　

 【
刊
本
国
字
弁
】
ヤ
シ
キ
ノ
マ
ヘ
ニ
、
大
木
ガ
ア
ル
ガ
、
大
木

ハ
、
シ
タ
エ
ダ
ノ
ナ
イ
ユ
ヘ
、
ヒ
ル
ノ
間
ハ
、
日
カ
ゲ
ガ
、
ス

コ
シ
サ
シ
、
八
ツ
ジ
ブ
ン
ニ
ハ
、
一
メ
ン
ニ
サ
シ
、
又
返ユ

ウ
ヒ
カ
ゲ景

ガ

大
木
ノ
シ
タ
ヲ
ク
ヾ
ツ
テ
、
深
林
ニ
サ
シ
コ
ム
。
ケ
サ
モ
、
テ

ラ
シ
タ
ガ
、
復
青シ

ヘ
バ
ク
サ苔
ノ
上
ヲ
照
ラ
ス
。
ヲ
モ
シ
ロ
イ
。

○
宋
之
問
「
送
三

司
馬
道
士
遊
二

天
台
一

」（
七
言
絶
句
第
七
）

　
〔
送
三

司
馬
導
士
遊
二

天
台
一

〕

　

 【
事
証
】・
道
士
ト
云
ハ
、
仙
道
ヲ
学
ブ
者
ヲ
云
。
天
台
山
ニ
居

ラ
レ
タ
ヲ
、
天
子
ヨ
リ
召
レ
テ
、
又
天
台
山
ヘ
帰
ル
ト
キ
、
官

人
ド
モ
ニ
仰
付
ラ
レ
テ
、
作
リ
テ
送
リ
シ
詩
ノ
一
首
也
。

　

 【
刊
本
国
字
弁
】
道
士
ト
云
ハ
、
仙
道
ヲ
学
ブ
モ
ノ
ヲ
云
。
天
子

カ
ラ
召
サ
レ
テ
、
又
天
台
ヘ
帰
ル
時
仰
付
ラ
レ
、
官
人
ド
モ
ガ
、

皆
詩
ヲ
作
テ
送
ル
。

　
〔
羽
客
笙
歌
此
地
違　

離
筵
数
処
白
雲
飛
〕

　

 【
事
証
】・
羽
仙
客
ノ
打
ハ
ヤ
シ
ハ
、
中
々
人
間
界
デ
ハ
聞
コ
ト

ナ
ラ
ネ
ド
モ
、
天
子
ヨ
リ
ヲ
召
ア
ツ
タ
故
、
此
人
ノ
笙
哥
ヲ
聞

ガ
、
モ
ハ
ヤ
山
エ
帰
ラ
ル
ヽ
故
、
是
切
デ
聞
コ
ト
ナ
ラ
ネ
バ
、

此
所
ヲ
違
ノ
ヂ
ヤ
。・
ナ
ゴ
リ
ノ
笙
哥
デ
ザ
シ
キ
ハ
、
ド
コ
モ
カ

シ
コ
モ
白
雲
ガ
飛
来
リ
、
モ
ハ
ヤ
道
士
ヲ
迎
イ
ニ
キ
タ
白
雲
ト

ミ
ヘ
テ
、
ナ
ヲ
々
ナ
ゴ
リ
ヲ
シ
イ
。

　

 【
刊
本
国
字
弁
】
羽
客
ノ
、
ウ
チ
ハ
ヤ
シ
ナ
ド
ヽ
云
ハ
、
中
々
人

間
デ
ハ
、
キ
ク
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
ガ
、
此
ノ
人
ノ
笙
歌
ユ
ヘ
、
キ
ク
デ

ア
ル
。
今
コ
ノ
処
ヲ
、
違
イ
去
ラ
ル
ヽ
ユ
ヘ
、
コ
レ
ギ
リ
ヂ
ヤ
。

離
筵
ノ
、
座
敷
ヲ
ミ
レ
バ
、
ド
コ
ヘ
モ
カ
シ
コ
ヘ
モ
、
白
雲
ガ
、

タ
ナ
ビ
イ
テ
、
道
士
ヲ
迎
ニ
来
タ
ヤ
ウ
ス
ヂ
ヤ
。
余
リ
、
セ
ハ

シ
ウ
テ
、
ナ
ゴ
リ
惜
イ
。

　
〔
蓬
莱
闕
下
長
相
憶　

桐
柏
山
頭
去
不
レ

帰
〕

　

 【
事
証
】・
仙
客
ハ
天
台
ノ
桐
柏
エ
帰
ラ
レ
タ
ラ
バ
、
モ
ハ
ヤ
人

間
界
エ
ハ
来
ル
コ
ト
ハ
ゴ
ザ
ル
マ
イ
。
吾
ハ
只
宮
中
ノ
蓬
莱
殿

ニ
テ
、
長
ク
君
ヲ
思
フ
デ
コ
ソ
ア
レ
、
サ
テ
々
ナ
ゴ
リ
オ
シ
イ
。

　
 【

刊
本
国
字
弁
】
今
マ
相
別
レ
テ
、
桐
柏
山
ヘ
、
モ
ド
ラ
レ
タ
ナ

ラ
バ
、
モ
フ
此
処
ヘ
帰
ル
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
イ
。
コ
レ
ヨ
リ
、
コ

ナ
タ
ニ
逢
フ
コ
ト
ハ
ナ
ル
マ
イ
カ
ラ
、
蓬
莱
闕
下
、
禁
中
デ
、

長
ク
コ
ナ
タ
ノ
コ
ト
ヲ
、
相
憶
フ
デ
ア
ラ
フ
。
○
蓬
莱
闕
ハ
、
天

子
ノ
宮
殿
ノ
コ
ト
。
桐
柏
ハ
、
天
台
ノ
別
名
ナ
リ
。
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見
ら
れ
る
よ
う
に
、
竹
隖
の
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』
に
多
く
を
拠
っ
た

と
い
う
『
唐
詩
選
事
証
』
の
国
字
訳
が
、
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』

の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
さ

ま
は
、
ま
る
で
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
を
も
と
に
『
唐
詩
選
事
証
』

の
国
字
訳
が
作
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

九
次
に
、
双
方
の
国
字
訳
が
似
て
い
な
い
例
を
示
す
。

○
崔
敏
童
「
宴
二

城
東
荘
一

」（
七
言
絶
句
第
百
六
十
二
）

　
〔
宴
二

城
東
荘
一

〕

　
【
事
証
】
ナ
シ

　
【
刊
本
国
字
弁
】
ナ
シ

　
〔
一
年
始
有
二

一
年
春
一　

百
歳
曾
無
二

百
歳
人
一

〕

　

 【
事
証
】・
一
年
経
終
ヌ
レ
バ
、
又
明
年
ノ
新
春
ヲ
向
カ
ヒ
、
春

過
レ
ド
モ
春
不
レ
尽
、
年
尽
ド
モ
年
尽
ズ
。・
人
間
ハ
是
ニ
タ
ガ

ヒ
テ
、
百
歳
ヲ
上
寿
ト
ス
レ
ド
モ
、
縦
ヒ
百
歳
迄
長
命
タ
リ
ト

モ
、
百
歳
迄
盛
ヲ
得
ル
コ
ト
ナ
シ
。
況
ヤ
百
歳
ノ
寿
ハ
保
チ
ガ

タ
シ
。

　

 【
刊
本
国
字
弁
】
一
年
過
レ
バ
、
始
メ
テ
又
イ
ツ
ニ
カ
ワ
ラ
ヌ
一

年
ノ
春
ガ
ア
ル
。
人
間
ノ
寿
命
ハ
、
百
歳
カ
ギ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、

昔
カ
ラ
、
百
年
迄
、
イ
キ
タ
ト
云
者
モ
ナ
イ
。

　
〔
能
向
二

花
前
一

幾
回
酔　

十
千
沽
レ

酒
莫
レ

辞
レ

貧
〕

　

 【
事
証
】・
限
リ
ナ
キ
世
ニ
、
限
リ
ア
ル
命
ヲ
イ
タ
ヅ
ラ
ニ
過
サ

ン
モ
、
本
意
ナ
キ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
花
前
ニ
知
己
ト
共
ニ
、
酒
ヲ

呑
ン
デ
、
イ
ク
タ
ビ
モ
可
レ
尽
レ
酔
。・
然
レ
バ
十
千
ノ
酒
ノ
価
、

貴
ト
云
ト
モ
、
賈
レ
之
ニ
ハ
価
ヲ
吝
ム
コ
ト
ナ
ク
、
思
フ
侭
ニ
酔

ガ
ヨ
ヒ
。
赤
貧
ト
テ
酒
ヲ
賈
コ
ト
ヲ
辞
儀
ヲ
ナ
サ
ル
ヽ
ナ
。
勧

レ
酒
ノ
語
ナ
リ
。
中
心
有
レ
憂
為
忘
。
只
可
レ
酔
。

　

 【
刊
本
国
字
弁
】
亭
主
ヲ
ナ
ヂ
ツ
テ
、
人
ハ
定
ナ
イ
者
ナ
レ
バ
、

此
ヤ
ウ
ニ
、
花
前
デ
、
酒
宴
ナ
ド
ヲ
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
度
々

ハ
ア
ル
マ
イ
程
ニ
、
御
亭
主
モ
、
酒
ガ
少
々
高
ク
ト
モ
、
酒
ヲ

沽
ヘ
バ
銭
ガ
イ
ル
。
貧
ナ
ニ
ヨ
ツ
テ
、
カ
ハ
レ
ヌ
ナ
ド
ヽ
、
辞

退
セ
ラ
ル
ヽ
ナ
。
百
年
ノ
人
モ
ナ
ケ
レ
バ
、
誰
デ
モ
、
イ
ツ
死

ナ
フ
モ
シ
レ
ヌ
ナ
レ
バ
、
只
飲
テ
、
シ
バ
ラ
ク
モ
、
タ
ノ
シ
ム

ガ
ヨ
イ
。

こ
れ
は
傍
線
箇
所
の
と
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
一
致
し
な
い
。

類
似
点
を
一
杯
に
見
積
も
っ
て
、
私
が
傍
線
を
施
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
、
こ
と
さ
ら
類
似
点
と
考
え
る
ま
で
も
な
い
と
も
言
え
る
。
し

か
し
、
こ
こ
ま
で
両
書
の
国
字
訳
が
か
け
離
れ
る
例
は
や
は
り
少
な

く
、
双
方
の
国
字
訳
が
比
較
的
に
相
似
し
な
い
例
に
お
い
て
も
多
く

の
場
合
は
、

○
孟
浩
然
「
春
暁
」（
五
言
絶
句
第
二
十
四
）
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〔
春
暁
〕

　
 【

事
証
】・
ネ
ヤ
ノ
ウ
チ
デ
春
夜
ノ
ヤ
ウ
ス
ヲ
作
ル
。
此
詩
サ
ラ

〻
ト
シ
テ
、
ナ
ン
ノ
意
モ
ナ
イ
羊
ナ
レ
ド
モ
、
真
景
実
情
非
二

妙

悟
者
一

不
レ

能
レ

道
。

　

 【
刊
本
国
字
弁
】
ナ
シ

　
〔
春
眠
不
レ

覚
レ

暁　

処
処
聞
二

啼
鳥
一

〕

　

 【
事
証
】・
夜
ガ
短
イ
ユ
エ
目
ハ
サ
メ
タ
レ
ド
モ
、
ウ
ツ
ラ
〻
ト

シ
テ
ト
コ
ノ
ウ
チ
ニ
居
ル
。・
寝
テ
居
テ
キ
ケ
バ
、
鳥
ノ
声
ガ
処

〻
デ
ス
ル
ガ
、
夜
ガ
明
タ
ソ
ウ
ナ
。

　

 【
刊
本
国
字
弁
】
春
ハ
ネ
ム
タ
イ
ジ
ブ
ン
ナ
レ
バ
、
夜
ノ
ア
ケ
ル

ヲ
モ
シ
ラ
ズ
、
ウ
ツ
ラ
〳
〵
ト
シ
テ
イ
レ
バ
、
鳥
ノ
声
ガ
キ
コ

エ
ル
。
夜
ガ
ア
ケ
タ
ソ
フ
ナ
。

　
〔
夜
来
風
雨
声　

花
落
知
多
少
〕

　

 【
事
証
】・
夕
ベ
ハ
風
雨
ガ
ハ
ゲ
シ
カ
ツ
タ
ガ
、
今
ハ
雨
モ
ヤ
ン

ダ
ソ
ウ
ナ
。・
花
ノ
サ
カ
リ
ヂ
ヤ
ガ
、
夕
ベ
ノ
風
雨
デ
ハ
定
テ
落

花
シ
タ
デ
ア
ロ
ウ
。
惜
シ
イ
コ
ト
ヂ
ヤ
。
何
ホ
ド
ヲ
チ
タ
ヤ
ラ
。

シ
ラ
ヌ
多
少
ゾ
。
サ
テ
〻
ヲ
シ
イ
コ
ト
ヂ
ヤ
ト
、
春
ヲ
オ
シ
ム

ノ
情
ヲ
云
タ
。

　

 【
刊
本
国
字
弁
】
昨
夜
ハ
、
風
雨
ガ
ハ
ゲ
シ
カ
ツ
タ
ガ
、
定
テ
花

モ
大
ブ
ン
落
タ
デ
ア
ラ
フ
。
春
ノ
ス
ギ
ユ
ク
ヲ
、
惜
ム
情
ナ
リ
。

○
ナ
ン
ノ
意
モ
ナ
イ
ヤ
ウ
ナ
詩
ナ
レ
ド
モ
、
真
景
実
情
非
二ン
バ
玅

悟
ノ
者
一ニ
不
レ

能
ハレ
道
フ
コ
ト
。

の
よ
う
に
、
部
分
的
に
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
の
行
文
や
語
彙
を

踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
痕
跡
が
散
見
す
る
の
で
あ
る
。

十『
唐
詩
選
事
証
』
に
お
け
る
国
字
訳
が
、
総
じ
て
田
原
刊
『
唐
詩
国

字
弁
』
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
な
ぞ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
以
上
に

述
べ
て
き
た
こ
と
を
集
合
要
約
す
れ
ば
、
竹
隖
の
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』

と
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
と
は
、
同
一
の
書
物
で
あ
る
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
の
著
者
は
、

宇
野
東
山
で
は
な
く
岡
島
竹
隖
で
あ
る
と
い
う
説
を
、
こ
こ
に
提
出

し
て
お
こ
う
と
思
う
。

そ
の
う
え
で
、
私
は
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
出
版
の
経
緯
を
次

の
よ
う
に
推
測
す
る
。
田
原
勘
兵
衛
は
江
戸
の
小
川
彦
九
郎
と
共
同

で
『
唐
詩
選
故
事
』
を
出
版
し
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
岡
島
竹

隖
が
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』
と
『
唐
詩
要
解
』
と
い
う
二
つ
の
注
釈
書

の
原
稿
も
書
き
上
げ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く

は
勘
兵
衛
の
ほ
う
か
ら
持
ち
か
け
た
の
だ
ろ
う
が
、
竹
隖
と
の
間
で

『
唐
詩
選0

国
字
弁
』
出
版
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。
竹
隖
は
、
詩
意
を

こ
と
ご
と
く
規
定
し
て
ゆ
く
国
字
訳
書
を
世
に
問
う
こ
と
は
南
郭
の

教
え
に
背
く
も
の
と
し
て
憚
っ
た
た
め
、
著
者
名
を
伏
せ
る
こ
と
で

合
意
を
得
、「
唐
詩
選
国
字
弁
」
か
ら
「
選
」
の
一
字
を
取
っ
て
「
唐

詩
国
字
弁
」
と
し
て
出
版
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ
の
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書
名
の
変
更
は
、
当
時
、
江
戸
の
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
が
大
い
に
売

り
弘
め
つ
つ
あ
っ
た
服
部
南
郭
校
訂
の
和
刻
本
『
唐
詩
選
』（注
５
）
の
類

版
に
な
ら
な
い
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
村
上
氏
が
指
摘
さ

れ
る
と
お
り
で
あ
ろ
う（
注
６
）。
ち
な
み
に
『
唐
詩
要
解
』
の
ほ
う
は
、

詩
を
理
解
す
る
う
え
で
最
小
限
に
お
さ
え
た
注
釈
を
示
し
た
書
物
で

あ
る
た
め
、
後
に
竹
隖
の
実
名
で
出
版
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
推
測
で
よ
い
な
ら
ば
、
私
は
さ
ら
に
以
下
の
三
点
を

も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
口
語
体
の
講
義
筆
記
の
よ
う
な

文
体
を
も
つ
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
は
、
岡
島
竹
隖
に
よ
っ
て
書0

物0

と
し
て
著
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、
い
か
に

も
講
義
筆
記
の
よ
う
な
文
体
で
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、（
一
）
岡
島
竹
隖
の
「
唐
詩
選
事
証
序
」
に

「
余 

嘗
て
『
唐
詩
選
国
字
弁

0

0

0

0

0

0

』
全
部

0

0

、『
唐
詩
要
解
』
若
干
巻
を
著0

す0

」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
自
明
で
あ
る
。
本
書
が
後
に
嵩
山
房
小
林

新
兵
衛
に
よ
っ
て
、
服
部
南
郭
の
講
義
筆
記
と
宣
伝
さ
れ
る
『
唐
詩

選
国
字
解
』（
天
明
二
年
刊
）
へ
と
姿
を
変
え
て
ゆ
く
こ
と
と
関
連
し

て
、
こ
の
点
は
記
憶
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
注
７
）。

第
二
は
、
蘐
園
古
文
辞
学
を
奉
じ
る
ひ
と
か
ど
の
学
者
た
ち
が
、

南
郭
の
説
に
従
っ
て
『
唐
詩
選
』
の
国
字
訳
の
執
筆
、
ま
し
て
そ
の

出
版
に
対
し
て
は
禁
忌
の
念
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
こ
う
し

た
意
識
が
い
つ
頃
ま
で
堅
持
さ
れ
た
の
か
、
確
か
な
答
え
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
の
出
版

が
始
ま
っ
た
明
和
三
年
頃 

︱ 

宝
暦
九
年
に
南
郭
が
没
し
て
約
七
年
後

に
当
た
る 

︱ 

ま
で
は
厳
と
し
て
守
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
竹
隖

が
国
字
訳
書
を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
、
匿
名
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
南
郭
の
言
説
が
当
時
の
学
者
た
ち
に
お
よ

ぼ
し
た
影
響
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
、
思
い
半
ば
に
過
ぎ
る
も
の

が
あ
る
。

そ
し
て
第
三
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
情
況
で
あ
る
か
ら
、
明
和
初

年
当
時
、『
唐
詩
選
』
全
巻
通
し
て
の
国
字
訳
は
、
実
に
得
難
い
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
す
で
に
宝
暦
九
年
に
は
、
新
井
白
蛾
『
唐

詩
児
訓
』
と
い
う
国
字
訳
書
が
大
坂
で
出
版
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ

れ
は
『
唐
詩
選
』
の
内
の
五
言
絶
句
と
七
言
絶
句
だ
け
を
和
解
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
竹
隖
が
完
成
さ
せ
た
仕
事
は
と
て
も
貴

重
で
あ
り
、
な
れ
ば
こ
そ
、
勘
兵
衛
も
匿
名
の
か
た
ち
を
願
っ
て
ま

で
出
版
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
、
竹
隖
の
意
思
と

は
裏
腹
に
と
言
う
べ
き
か
、
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
は
大
い
に
売

れ
た
。
現
在
で
も
市
場
に
出
回
る
本
書
の
数
の
多
さ
が
、
何
よ
り
そ

の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
私
は
か
つ
て
、
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
が
、

明
和
四
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
本
書
を
南
郭
校
訂
『
唐
詩
選
』
の
類

版
と
し
て
訴
え
て
絶
版
に
追
い
込
み
、
南
郭
の
講
義
筆
記
『
唐
詩
選

国
字
解
』
と
し
て
再
生
さ
せ
た
目
的
の
一
つ
に
は
、
嵩
山
房
が
出
版

を
目
論
ん
で
い
た
『
唐
詩
選
画
本
』（
天
明
八
年
～
天
保
七
年
刊
）
に

お
け
る
仮
名
書
き
の
訳
詩
の
種
本
を
獲
得
す
る
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
が（
注
８
）、
当
時
に
お
け
る

『
唐
詩
選
』
の
全
国
字
訳
の
希
少
価
値
を
確
認
で
き
た
今
、
嵩
山
房
が
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竹
隖
の
国
字
訳
す
な
わ
ち
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
に
飛
び
つ
い
た

理
由
を
、
改
め
て
理
解
で
き
た
よ
う
な
気
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

十
一『

唐
詩
選
事
証
』
に
お
け
る
国
字
訳
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
に
考

え
る
と
し
て
、
漢
文
注
の
ほ
う
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
漢
文
注
に
は
、

詩
語
の
典
故
や
詩
人
の
経
歴
を
説
明
す
る
も
の
と
、
詩
意
を
と
り
や

す
く
す
る
た
め
に
補
足
さ
れ
た
語
句
の
二
種
類
が
あ
り
、
結
論
か
ら

言
え
ば
、
後
者
は
竹
隖
の
『
唐
詩
要
解
』
か
ら
移
し
て
き
た
も
の
で

あ
る
。（
一
）
竹
隖
の
「
唐
詩
選
事
証
序
」
や
（
二
）
霞
岫
の
「
唐
詩

選
事
証
後
序
」
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
竹
隖
は
『
唐
詩

選0

国
字
弁
』
と
あ
わ
せ
て
『
唐
詩
要
解
』
の
原
稿
も
、
霞
岫
に
提
供

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

竹
隖
の
二
つ
の
注
釈
書
を
混
合
し
て
、
漢
文
注
と
国
字
訳
を
並
記

す
る
と
い
う
『
唐
詩
選
事
証
』
の
構
成
は
、
お
そ
ら
く
、
荻
生
徂
徠

著
『
絶
句
解
』
の
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
中
川
景
福
著
『
絶
句
解
弁

書
』（
宝
暦
十
三
年
刊
）
に
想
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の

叙
述
で
触
れ
な
い
で
き
た
、『
唐
詩
選
事
証
』
の
実
質
的
な
編
集
者
に

よ
る
（
三
）
浅
見
龍
在
撰
「
唐
詩
選
事
証
跋
」
の
冒
頭
に
も
、

 

夫
れ
、
詩
の
道
や
亦
た
汎ひ

ろ

し
。
初
学
の
徒
、
豈
に
能
く
左
右
す
べ

け
ん
や
。
明
詩
の
五
七
絶
、
猶
ほ
徠
翁
の
解
を
得
、
浸や

う
やく

其
の
一

斑
を
窺
ふ
を
得
た
る
が
ご
と
き
も
の
有
り
。
…

と
あ
り
、『
絶
句
解
』
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

な
お
前
述
し
た
と
お
り
、『
唐
詩
選
事
証
』
下
冊
末
に
は
、
南
郭
校

訂
の
和
刻
本
『
唐
詩
選
』
に
付
載
す
る
荻
生
徂
徠
跋
に
も
漢
文
注
と

国
字
訳
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
竹
隖
の
『
唐
詩
選0

国
字
弁
』
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
と
『
唐
詩
要
解
』
で
は
、

徂
徠
跋
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、『
唐
詩
選
事
証
』
に
お
け
る
徂
徠

跋
の
注
と
訳
に
つ
い
て
は
、
ま
る
ご
と
本
橋
霞
岫
の
作
成
に
か
か
る

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
は
、
有
木
大
輔
氏
が
指
摘
さ
れ

る
と
お
り
、
江
戸
の
潜
龍
堂
庭
川
庄
左
衛
門
と
い
う
書
肆
に
よ
っ
て

『
唐
詩
選
諺
解
』（
刊
記
に
明
和
二
年
あ
る
い
は
明
和
四
年
と
偽
る
が
、

実
際
は
明
和
七
年
以
降
の
刊
）
と
書
名
を
固
定
し
た
う
え
で
覆
刻
さ

れ
て
い
る（
注
９
）。
こ
れ
も
や
は
り
、
竹
隖
に
よ
る
『
唐
詩
選
』
の
全

国
字
訳
が
、
い
か
に
多
く
の
読
者
た
ち
に
珍
重
さ
れ
歓
迎
さ
れ
て
い

た
か
を
示
す
現
象
の
一
つ
で
あ
る
が
、
私
見
で
は
、
宇
野
東
山
は
こ

の
覆
刻
本
に
お
い
て
は
じ
め
て
関
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

あ
た
り
の
諸
問
題
は
、
服
部
南
郭
の
講
義
筆
記
『
唐
詩
選
国
字
解
』

が
創
り
出
さ
れ
る
経
緯
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
。
稿
を
改
め
て
述

べ
た
い
。
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注１　

中
野
三
敏
先
生
旧
蔵
本
は
近
時
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
お
い
て
全
冊
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

２　

村
上
哲
見
氏
『
漢
詩
と
日
本
人
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
33
、
講
談
社
、
平
成
六

年
）、
同
氏
「『
唐
詩
選
』
と
嵩
山
房 

︱ 

江
戸
時
代
漢
籍
出
版
の
一
側
面 

︱
」（『
日

本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
平
成
十
年
）、
有
木

大
輔
氏
「
宇
野
東
山
に
よ
る
『
唐
詩
選
』
注
の
変
演 

︱ 

日
本
に
お
け
る
呉
呉
山
注

『
唐
詩
選
』
の
受
容 
︱
」（『
唐
詩
選
版
本
研
究
』
所
収
、
好
文
出
版
、
平
成
二
十

五
年
）、
浅
川
哲
也
氏
「
漢
籍
国
字
解
『
唐
詩
選
国
字
解
』
と
そ
の
異
本 

︱ 

服
部

南
郭
は
『
唐
詩
選
国
字
解
』
の
講
述
者
で
は
な
い 

︱
」（『
近
代
語
研
究
』
第
十
七

集
所
収
、
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
五
年
）
な
ど
。

３　

宗
政
五
十
緒
氏
・
朝
倉
治
彦
氏
編
『
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
5　

京
都
書
林
仲
間

記
録
』
所
収
、
ゆ
ま
に
書
房
、
昭
和
五
十
二
年
刊
。

４　

村
上
哲
見
氏
「
江
戸
時
代
の
漢
籍
出
版
Ⅱ 

︱ 
江
戸
嵩
山
房
対
京
文
林
軒 

︱
」

（『
中
国
文
学
と
日
本 

十
二
講
』
所
収
、
創
文
社
、
平
成
二
十
五
年
）
で
は
、『
上

組
済
帳
標
目
』
の
宝
暦
六
・
七
年
の
条
に
見
え
る
「
唐
詩
彙
解
」
に
関
す
る
記
事

に
言
及
し
て
お
ら
れ
る
が
（
二
百
四
頁
）、
氏
は
『
唐
詩
選
故
事
』
と
の
関
連
は
考

え
て
お
ら
れ
な
い
。

５　

田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
の
出
版
が
開
始
さ
れ
た
明
和
三
年
三
月
の
時
点
で
、

江
戸
の
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
が
売
り
出
し
て
い
た
南
郭
校
訂
『
唐
詩
選
』
に
は
、

小
字
素
読
本
（
享
保
九
年
の
初
刊
以
降
、
延
享
二
年
、
宝
暦
三
年
、
宝
暦
十
一
年
、

明
和
二
年
と
四
回
改
刻
さ
れ
る
）、
無
点
本
（
寛
保
三
年
刊
）、
四
声
片
仮
名
付
本

（
五
七
言
絶
句
の
部
は
宝
暦
八
年
刊
、
五
七
言
古
詩
・
五
律
の
部
は
宝
暦
十
二
年

刊
、
排
律
・
七
律
の
部
は
宝
暦
十
三
年
刊
）
の
三
つ
の
版
式
が
あ
り
、
特
に
小
字

素
読
本
の
売
れ
行
き
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
拙
稿
「
和
刻
『
唐
詩
選
』

出
版
の
盛
況
」（
初
出
、
東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書
13
『
滄
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
所

収
、
汲
古
書
院
、
平
成
二
十
四
年
。
の
ち
、
拙
編
『
江
戸
人
、
唐
詩
選
に
遊
ぶ
』

久
留
米
大
学
文
学
部
創
立
二
十
五
周
年
記
念
特
別
企
画
御
井
図
書
館
貴
重
資
料
展

図
録
、
久
留
米
大
学
文
学
部
、
平
成
二
十
九
年
、
に
改
稿
し
て
再
録
）
参
照
。

６　

注
４
掲
出
の
村
上
氏
論
文
、
二
百
三
頁
。

７　

注
２
掲
出
の
浅
川
氏
論
文
に
お
い
て
も
、
氏
は
、
田
原
刊
『
唐
詩
国
字
弁
』
や

『
唐
詩
選
国
字
解
』
を
は
じ
め
、『
唐
詩
選
解
』、『（
呉
呉
山
附
注
）
唐
詩
選
弁
蒙
』

な
ど
の
宇
野
東
山
の
国
字
訳
書
類
の
書
誌
的
検
討
、
語
学
的
な
観
点
か
ら
の
本
文

比
較
を
行
わ
れ
た
う
え
で
、『
唐
詩
選
国
字
解
』
は
、
南
郭
の
講
述
筆
記
で
は
な
い

と
い
う
結
論
に
達
し
て
お
ら
れ
る
。

８　

拙
稿
「
補
説
・『
唐
詩
選
画
本
』
成
立
の
背
景
」（『
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
国

際
文
化
学
科
編
』
三
十
二
・
三
十
三
合
併
号
、
平
成
二
十
八
年
九
月
）。
従
来
考
え

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
は
『
唐
詩
選
故
事
』『
唐
詩
要

解
』
な
ど
、
田
原
勘
兵
衛
が
出
版
し
た
漢
文
に
よ
る
注
釈
書
を
訴
訟
の
対
象
と
し

て
い
な
い
点
も
、
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

９　

注
２
掲
出
の
有
木
氏
論
文
参
照
。
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